
第２回 坂出市立中学校標準服のあり方に関する検討委員会 議事録 

日時：令和 5年 11月 14 日（火）19 時 00 分～20時 30 分 

場所：坂出市教育会館 2階大会議室           

■出席者 

 坂出市教育委員会       教育部長 松川 

委員  香川大学教育学部    教授   

     坂出市立坂出中学校ＰＴＡ     

     坂出市立東部小学校ＰＴＡ     

     坂出市立林田小学校ＰＴＡ     

坂出市立坂出中学校ＰＴＡ     

坂出市立東部中学校ＰＴＡ     

坂出市立白峰中学校ＰＴＡ     

坂出市小学校長会     会長  

坂出市中学校長会     会長  

坂出市立東部中学校    校長  

坂出市立白峰中学校    校長  

坂出市立瀬居中学校    校長  

 事務局 学校教育課        課長  

学校教育課        主幹  

学校教育課    主任指導主事  

学校教育課      指導主事  

学校教育課      指導主事  

 

■次第 

１ あいさつ 

（事務局）事務局より標準服のサンプルについての説明 

 

２ 前回の検討事項 

（１）坂出市立中学校共通の標準服（ブレザー型）の導入 

【意見等】 

・ブレザー型でよいが、兄姉のお古や知人からもらっている制服がある場合、どうすればいいの

か。 

・過渡期の時期はリユース等で対応することもやむを得ないのではないか。 

・小５の保護者は概ね前向きであったが、価格を抑えてほしいという意見が多かった。また、デ

ザインは自分たちで決められるのか。家庭で簡単に洗えるものにしてほしい。 

・ブレザーでよい。価格が高額になることのへの不安がある。 

・まだ、ＰＴＡ役員会で伝えられていないが、ＰＴＡ会長には伝えている。 

・ＰＴＡ役員にメールで知らせたが、特に反応はない。 

・６年生の子どもがいる保護者からは来年度から始められないのかという意見があった。市内共

通のブレザーだとどこの中学校の生徒かわからないのではないか。 

 【決議事項】ブレザー型の導入に賛成する。 



（２）導入時期（目標） 

   令和７年４月から、移行期間中は、詰襟学生服、セーラー服も可とする。 

   令和９年４月からは全校生徒に統一。 

 【決議事項】上記導入時期を目標とする。 

 

３ 検討事項（資料１） 

（１）坂出市立中学校統一型新標準ブレザー制服コンセプト（案）について 

  ① 機能性に配慮した制服 

  ② 多様性に配慮したデザイン（ジェンダーレスへの対応） 

  ③ 保護者への負担に配慮（価格面） 

  ④ 健康面（暑さ・寒さ）への対応  

 【決議事項】①～③の視点に④を加える。 

（２）標準ブレザー・スラックス・スカートのデザインと仕様（案）について 

 【決議事項】 

  ① 標準価格の販売価格の上限（案） 

○「40,000 円から 45,000 円」を「35,000 円から 45,000 円」に変更する。 

【意見等】 

・ネクタイやリボンは別に費用が必要になるのか 

  標準価格は上着とボトムの２点の価格である。 

・現在の標準服の価格はどれぐらいか。 

  セーラー服上下（冬服） 30,000 円前後 

  詰襟上下   （冬服） 30,000 円～45,000 円 

   ・ブレザー型も冬服と夏服があるのか 

オールシーズン用と夏用があるが、夏期は体操服登校で運用しているため夏用は必要ないか

もしれない。 

  ② ブレザーについて 

   新制服の共通仕様書を作成するマスターメーカーを１社に限定せずサンプルを提出していただ

き、検討委員会において新標準服としてふさわしいと承認されれば複数のサンプルモデルを採

用する。 

   ○色            濃紺とする。 

   ○フロントボタン      ２つボタンとする。 

   ○袖ボタン         付けない。 

   ○フロントオリジナルボタン 作成する。 

   ○エンブレム        付けない。 

    ※刺繍はリユースに支障がある。マジックテープ式もあるが取り付け部が残る。 

   ○反射材入り（袖）     購入者で選択とする。 

※反射材入りを選択すると価格は高くなる。 

  ③ スラックス・スカート 

   ○色と柄          市立中学校で統一する。 

  ④ 機能性 

   ○機能性については購入者で選択可能な設定とする。 



   ○動きやすく、機能的であること。 

   ○透けにくい素材であること。 

   ○耐久性に優れており、丈夫であること。 

   ○アイロンをかけなくてもよい。 

  ⑤ 素材 オープン素材とする。 

（３）シャツ、ネクタイ、リボン等について 

  ○シャツかポロシャツ         今後の検討課題とする。 

  ○ネクタイ、リボン          今後の検討課題とする。 

  ○バッチ（校章、組章、役員章）、名札  今後の検討課題とする。 

 【意見等】 

・学校差を大きくするか小さくするか、方向性をはっきりとさせなければならない。 

・学校差を制服ではなく、ナップサック等で見ているので、制服に差を付ける必要はないのでは

ないか。 

  ・子どもの意見は聞く機会はなくてよいのか。 

・（事務局）どこかのタイミングでそういう場を設けたい。 

（４）検討委員会のスケジュールについて（資料２） 

 【決議事項】 

  ○「新学制服（標準服）検討に関するお知らせ」（資料４）で周知する。 

・特に小学校６年生の保護者に対してはできるだけ早く周知する。 

・移行期間中の学年ごとの対応について表でまとめて分かりやすくする。 

・現小学校５年生は入学時に統一する方がよい。 

 

４ 次回の検討事項について 

（１）スラックス・スカートの色と柄 

（２）シャツ、ネクタイ、リボン等について 

（３）その他 

 

５ その他 

  第 3 回開催日 令和 5年 12 月 日（火）19時～20時 30 分 


